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   Urocalun (a preparation f Quercus Stenophylla Makino Ext.) was used to promote he pas-
sage of the ureteral calculi. 
   In our series of 15 cases, 73.3% of the stones passed spontaneously, and another  13.3% of 
the stones howed egree of descent. 
   Urocalun was also used to dissolve the renal calculi. 
   In our series of 5 cases, the stones of 2 cases passed spontaneously. However no change 
was observed in the others.
緒 言
上 部尿 路結石症に対す る治療に は,尿 路 感
染,腎機能障害 など併発 しない うちに,保存 的療
法,経 尿道的療法,手 術 的療法等 を もってで き
るだけ早期に結石を除去す ることが 必 要 で あ
る.従 来,多 量の水分摂取 や適 当な運動,あ る
いは,種 々の鎮痙 剤,溶 解 剤お よび 自然排 出剤
が広 く使 用 されて来 た.し か しい まだ にその 目
的 を確実 に果 す薬剤は ない.
今 回,日 本新薬株式会社 よ り,上 部尿路結石
の保存的療法剤Urocalunの提供を受け,横 浜
市大,横 浜市民病院泌尿器科外来に受診 した上
部尿路結石症患者にUrocalunを試 用 した の
で,そ の成績 および動物実験 を報告 し,諸 賢 の
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痛 発 作 の あ る時 の みBuscopanを服 用せ し めた.投 与
期 間 は 最低12日間,最 高210日問 に わ た る.
3)検 査 項 目
全 例 にX線 検 査 を行 な った 外 に12例に 対 してUro-
calun投与 前 の 血 清Ca,Pお よび 尿 のpH測 定,Sul-
kowitchtestを行 な い,投 与 開始 後2～6週 間 目に 再
び上 記 検 査 を 行 な った.
















































































































































































































症例は5例 で各症例の年令,性,患 側,結 石の位
置,結石の大きさ(レ線上の大きさ),Urocalunの投
与期間,経 過,副作用の有無は表2に示す 通 りであ








を認 め なか った(表4)
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動物実験 においては,QSEを 加 えた群の結石
発生抑制 を期待 したが,対 照群 との間に推計学
的に有意 の差 を認め なか ったが,QSEの 投 与
量,投 与方法 を考慮 して検討 してみ る必要 があ
る と思 う なお腎障害を示す ような組織学的所
見 を認 めなか った.小 国(1959)による動物実
験 成績 と一致 し,腎 毒物 として働 くような作 用
はない と推定 され る.
結 語
1)尿 管結石症15例にUrocalunを使用 し,
結石 の排 出率を11例(73%),結 石 の下降例2
例(13%)不 変2例 の結果 を得 た.
2)腎 結石症5例 にUrocalunを使用 し,2
例(40%)に 結石の排出,不 変3例 の結果 を得
た.
3)副 作用 と思 われ る反応は,全 例に認 めな
かった.
4)動物実験 では,対 照群 とQSE投 与群 との
間に有意の差は得 られなかった.ま た組織学的
に腎 障害 は ない もの と推察 された.
御校閲いただいた恩師原田教授に深く感 謝 致 しま
す.
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